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(57)【要約】
建築物の中に床システムを建設するための型枠であって
、略平行の配列に位置付けられる複数のプレキャストコ
ンクリート根太であって、根太のうちの１つ以上のもの
は、水平な基部と、実質的に、根太の長さに沿って延在
する上向き指向部とを備え、上向き指向部は、基部から
上向きに延在する離間される表面を有し、基部の個別の
棚部は、上向き指向部に隣接して位置する、複数のプレ
キャストコンクリート根太と、生コンクリートを受容す
るために根太の長さに沿って延在するための複数のプレ
キャストコンクリート部材と、２つの隣接する根太の対
向して配列される棚部上に、プレキャストコンクリート
部材のそれぞれの両端部を支持するための支持配列とを
備える、型枠。



(2) JP 2019-526004 A 2019.9.12

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建築物の中に床システムを建設するための型枠であって、前記型枠は、
　略平行の配列に位置付けられる複数のプレキャストコンクリート根太であって、前記根
太のうちの１つ以上のものは、水平な基部と、実質的に、前記根太の長さに沿って延在す
る上向き指向部とを備え、前記上向き指向部は、前記基部から上向きに延在する離間され
る表面を有し、前記基部の個別の棚部は、前記上向き指向部に隣接して位置する、複数の
プレキャストコンクリート根太と、
　生コンクリートを受容するために前記根太の長さに沿って延在するための複数のプレキ
ャストコンクリート部材と、
　２つの隣接する根太の対向して配列される棚部上に、前記プレキャストコンクリート部
材のそれぞれの両端部を支持するための支持配列と
　を備える、型枠。
【請求項２】
　前記プレキャストコンクリート部材のうちの１つ以上のものは、生コンクリートを受容
するための殻を備え、前記殻は、前記殻を前記２つの隣接する根太の対向して配列される
棚部上に支持するための、個別の下向き指向支持部と結合されるように適合される、請求
項１に記載の型枠。
【請求項３】
　前記支持部は、前記プレキャスト部材を用いて一体的に形成される、請求項１または２
に記載の型枠。
【請求項４】
　両端部に位置付けられる支持根太の上向き指向部の表面と組み合わせられる前記プレキ
ャストコンクリート部材の外部表面が、生コンクリートを受容するための使用中の受容部
を画定する、前記請求項のいずれか１項に記載の型枠。
【請求項５】
　前記プレキャストコンクリート部材は、前記プレキャストコンクリート部材の長さに沿
って延在する縁部を備え、好ましくは、少なくとも第１の縁部は、前記プレキャストコン
クリート部材の第１の側面に沿って延在し、少なくとも第２の縁部は、前記プレキャスト
コンクリート部材の第２の側面に沿って延在する、前記請求項のいずれか１項に記載の型
枠。
【請求項６】
　前記プレキャストコンクリート部材のうちの１つ以上のものは、
　前記生コンクリートを受容するための受け皿と、
　前記受け皿の両端部に位置する肩部であって、前記肩部は、前記２つの隣接する根太の
対向して配列される棚部上に支持されるように適合される、肩部と
　を備える、請求項１に記載の型枠。
【請求項７】
　両端部に位置付けられる支持根太の上向き指向部の表面と組み合わせられる前記受け皿
が、生コンクリートを受容するための使用中の受容部を画定する、請求項６に記載の型枠
。
【請求項８】
　前記プレキャストコンクリート根太の一般的な方向に対して略垂直方向に延在する複数
の梁によって支持される、プレキャストコンクリート根太をさらに備える、前記請求項の
いずれか１項に記載の型枠。
【請求項９】
　前記梁は、梁部から上向きに延在する２つの離間される成形物を伴う略平坦な外形を伴
う梁部を備え、前記成形物は、前記梁の長さに沿って延在し、根太受容部は、複数の根太
の端部を支持するために前記成形物から外向きに延在する、請求項８に記載の型枠。
【請求項１０】
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　前記複数の根太の外向き突出端部は、前記梁部の根太受容部上に支持され、前記梁の根
太受容部は、好ましくは、前記根太の突出端部に対して垂直方向に延在する、請求項８ま
たは９のいずれか１項に記載の型枠。
【請求項１１】
　前記梁の下底表面は、実質的に、前記根太の底部表面と同一の平面内に存在する、請求
項８から１０のいずれか１項に記載の型枠。
【請求項１２】
　前記梁の第１の側面上に位置付けられる第１の根太を前記梁の第２の側面上に位置付け
られる第２の根太に接続するための第１の接続機構であって、前記接続機構は、好ましく
は、使用の間に、前記第１および第２の根太に負の屈曲力を印加するようにさらに適合さ
れる、第１の接続機構と、
　柱状物上に同時に支持される２つの隣接して位置する梁を接続するための第２の接続機
構であって、コネクタは、前記隣接して位置する梁に負の屈曲力を印加するために提供さ
れる、第２の接続機構と
　をさらに備える、前記請求項のいずれか１項に記載の型枠。
【請求項１３】
　前記梁を支持するための柱状物を形成するための柱状物型枠部材をさらに備え、前記柱
状物型枠部材はそれぞれ、相互接続され、生コンクリートを受容するための中空部を画定
することができる、請求項８から１２のいずれか１項に記載の型枠。
【請求項１４】
　前記柱状物型枠部材のそれぞれの端部は、第１の柱状物型枠部材の仮想平面が、前記第
１の柱状物型枠部材と相互接続される第２の柱状物型枠部材の仮想平面に対して横方向に
配列されるように、前記柱状物型枠部材を相互接続するための接続部を備える、請求項１
３に記載の型枠。
【請求項１５】
　係止部は、相互接続される構成において、係止部材が、前記柱状物型枠の別のものの陥
凹内で受容されるように適合されるように、前記柱状物型枠部材の縦縁に沿って延在し、
前記陥凹は、前記別の柱状物型枠の縦縁に沿って延在する、請求項１３または１４のいず
れか１項に記載の型枠。
【請求項１６】
　２つの離間された根太間に位置付けられるための１つ以上の打込型枠部材をさらに備え
、好ましくは、前記打込型枠部材は、略Ｌ形状またはＵ形状の断面を備える、前記請求項
のいずれか１項に記載の型枠。
【請求項１７】
　前記型枠の根太は、補強バーを受容するための１つ以上の開口をさらに備え、前記補強
バーは、前記根太の一般的な方向に対して横方向に延在し、前記補強バーは、コンクリー
トを前記プレキャストコンクリート受容部材の中に傾注した後、（ポストテンショニング
を用いて）圧力を印加されるように適合される、前記請求項のいずれか１項に記載の型枠
。
【請求項１８】
　少なくとも１つの前記プレキャストコンクリート部材は、使用中の上部と、使用中の下
部とを有する階段状の構成を備える、前記請求項のいずれか１項に記載の型枠。
【請求項１９】
　プレキャストコンクリート根太であって、前記プレキャストコンクリート根太は、水平
な基部と、実質的に、前記根太の長さに沿って延在する上向き指向部とを備え、前記上向
き指向部は、前記基部から上向きに延在する離間される表面を有し、前記基部の棚部は、
前記上向き指向部に隣接して位置し、前記棚部はそれぞれ、プレキャストコンクリート受
け皿部材またはプレキャストコンクリート殻部材の接続部を受容するための座部を画定し
、前記上向き指向部の高さは、前記棚部の垂直の高さ以上である、プレキャストコンクリ
ート根太。
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【請求項２０】
　離間される根太または梁の間に位置付けられ、支持されるためのプレキャストコンクリ
ート部材であって、前記プレキャスト部材は、生コンクリートを受容するための前記根太
または梁の長さに沿って延在し、前記プレキャスト部材は、支持配列を備え、対向して配
列される根太または梁上に前記プレキャストコンクリート部材のそれぞれの両端部を支持
する、プレキャストコンクリート部材。
【請求項２１】
　建築物の中に懸吊床を建設する方法であって、前記方法は、
　複数のプレキャストコンクリート根太を略平行の配列に位置付けるステップであって、
前記根太のうちの１つ以上のものは、水平な基部と、実質的に、前記根太の長さに沿って
延在する上向き指向部とを備え、前記上向き指向部は、前記基部から上向きに延在する離
間される表面を有し、前記基部の棚部は、垂直部に隣接して位置する、ステップと、
　複数のプレキャストコンクリート部材を隣接して位置する根太間に位置付けるステップ
であって、前記プレキャストコンクリート部材は、傾注されるコンクリートを受容するた
めに前記根太の長さに沿って延在するように位置付けられる、ステップと、
　２つの隣接する根太の対向して配列される棚部上に、前記プレキャストコンクリート部
材のそれぞれの両端部を支持するステップと、
　生コンクリートを、前記プレキャストコンクリート部材によって画定される受容部の中
に傾注するステップと
　を含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建築の分野に関し、より具体的には、床システムおよび床システムを形成す
る関連付けられる方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　先行技術の方法、装置、または文書へのいかなる言及も、それらが形成されたという証
拠または承認を構成するものとして解釈されるべきではなく、または、一般常識の一部を
形成するものとして解釈されるべきではない。
【０００３】
　プレキャスト構成要素を伴う懸吊床システムは、住宅および商業建設プロジェクトの両
方に対して好評を博している。型枠は、建設段階の間に一時的に使用され、かつコンクリ
ート建設業界において重要な役割を果たす構造的な構成要素である。型枠の不適切な設計
は、建設の間に建築物の部分的または完全な圧潰、および／または運用段階における過度
の亀裂および変形をもたらし得る。さらに、型枠の不適切な剛度は、コンクリート構造の
表面仕上げに影響を及ぼす。したがって、硬い型枠は、より平坦かつより平滑な仕上げを
もたらす。
【０００４】
　型枠の形状もまた、最終的な構造要素の形状によって影響を及ぼされる。故に、型枠の
調製および組立は、時間がかかり、高価なプロセスであり得る。型枠の使用の最小限化が
、建設職員の安全性を向上させ、建設の速度を増加させながら、それと関連付けられるコ
ストをも減少させ得るため、型枠の調製および組立のステップの排除もまた、非常に望ま
しい。
【０００５】
　スラブタイプに応じて、鋼または木材の型枠が、以前に使用された。いくつかの事例で
は、型枠の支柱が可能ではない場合、プレキャストコンクリートスラブが、使用された。
【０００６】
　プレキャストコンクリートスラブを伴う一般的に使用される床システムの１つが、根太
と、ブロックとを備える。根太は、大部分は、４００～６００ｍｍの範囲に及ぶ間隙を伴
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って設置される。根太の間の間隙は、コンクリートまたは他のタイプの石ブロックで充填
され、根太およびブロックは、その後、６０～１２０ｍｍの厚さのコンクリート層の生コ
ンクリートの上覆いによってカバーされる。システムは、一方向リブ付きスラブとして作
用する。そのような床システムは、単純な建設方法を使用するが、時間がかかり得、長ス
パンで使用するためには好適ではなく、通常は、厚い床システムをもたらす。
【０００７】
　別の一般的に使用される床システムが、複合床システムとして公知である。複合床は、
大部分は、鉄骨構造と併用される。これらのシステム内で使用される梁間の距離は、約１
，２００ｍｍ～２，４００ｍｍの経済的距離を伴って９００ｍｍ～３，０００ｍｍの範囲
で変動する。これらのシステム内で使用される鋼梁は、これらの床システムを高価にする
、関連する建築基準要件を満たすために、火災等級付けされなければならない。さらに、
剪断スタッドが、梁の上部フランジに取り付けられ、コンクリートスラブと支持鋼梁との
間に適切な接続を成形しなければならない。そのような複合床システムを取り付けるプロ
セスは、時間がかかり得、現場での溶接を要求し、システムの完全性は、剪断スタッドと
その鋼梁への接続の強度に依存する。
【０００８】
　さらに別の床システムが、ワッフルスラブシステムとして公知である。ワッフルスラブ
システムは、ＧＲＰ（繊維ガラス）型から作製される二方向スラブを含む。本システムは
、両方向に延在する統合された根太を含有する。根太間の距離は、６００ｍｍ～１，２０
０ｍｍの範囲で変動する。ワッフルスラブシステムは、長スパンをカバーするために好適
であるが、本システムは、大規模な建設内での使用に対して経済的ではない。ワッフルタ
イプスラブシステムの建設はまた、時間がかかり得る。
【０００９】
　先行技術の床システムの不足を克服する、改良された床システムを提供する必要性が、
存在する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　第１の側面では、本発明は、建築物の中に床システムを建設するための型枠であって、
　略平行の配列に位置付けられる複数のプレキャストコンクリート根太であって、根太の
うちの１つ以上のものは、水平な基部と、実質的に、根太の長さに沿って延在する上向き
指向部とを備え、上向き指向部は、基部から上向きに延在する離間される表面を有し、基
部の個別の棚部は、該上向き指向部に隣接して位置する、複数のプレキャストコンクリー
ト根太と、
　生コンクリートを受容するために根太の長さに沿って延在するための複数のプレキャス
トコンクリート部材と、
　２つの隣接する根太の対向して配列される棚部上に、プレキャストコンクリート部材の
それぞれの両端部を支持するための支持配列と、
　を備える、型枠を提供する。
【００１１】
　１つの実施形態では、プレキャストコンクリート部材のうちの１つ以上のものは、生コ
ンクリートを受容するための殻を備え、殻は、殻を２つの隣接する根太の対向して配列さ
れる棚部上に支持するための、個別の下向き指向支持部と結合されるように適合される。
【００１２】
　ある実施形態では、支持部は、プレキャスト部材を用いて一体的に形成される。
【００１３】
　代替実施形態では、プレキャスト支持部はそれぞれ、個別の棚部上に位置付けられるた
めの使用中の下部と、プレキャスト部材の側方端部に結合されるための使用中の上部とを
備える。
【００１４】
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　ある実施形態では、支持部は、根太の長さに沿って延在するように適合される。
【００１５】
　ある実施形態では、両端部に位置付けられる支持根太の上向き指向部の表面と組み合わ
せられるプレキャストコンクリート部材の外部表面が、生コンクリートを受容するための
使用中の受容部を画定する。
【００１６】
　ある実施形態では、プレキャストコンクリート部材は、プレキャストコンクリート部材
の長さに沿って延在する縁部を備え、好ましくは、少なくとも第１の縁部は、プレキャス
トコンクリート部材の第１の側面に沿って延在し、少なくとも第２の縁部は、プレキャス
トコンクリート部材の第２の側面に沿って延在する。
【００１７】
　ある実施形態では、プレキャストコンクリート部材のうちの１つ以上のものは、
　生コンクリートを受容するための受け皿と、
　受け皿の両端部に位置する肩部であって、該肩部は、２つの隣接する根太の対向して配
列される棚部上に支持されるように適合される、肩部と、
　を備える。
【００１８】
　ある実施形態では、両端部に位置付けられる支持根太の上向き指向部の表面と組み合わ
せられる受け皿が、生コンクリートを受容するための使用中の受容部を画定する。
【００１９】
　ある実施形態では、プレキャストコンクリート根太は、該プレキャストコンクリート根
太の一般的な方向に対して略垂直方向に延在する複数の梁によって支持される。
【００２０】
　ある実施形態では、梁は、梁部から上向きに延在する２つの離間される成形物を伴う略
平坦な外形を伴う梁部を備え、該成形物は、梁の長さに沿って延在し、根太受容部は、複
数の根太の端部を支持するための該成形物から外向きに延在する。
【００２１】
　ある実施形態では、複数の根太の外向き突出端部は、梁部の根太受容部上に支持され、
梁の根太受容部は、好ましくは、根太の該突出端部に対して垂直方向に延在する。
【００２２】
　ある実施形態では、梁の下底表面は、実質的に、根太の底部表面と同一の平面内に存在
する。
【００２３】
　ある実施形態では、型枠は、
　梁の第１の側面上に位置付けられる第１の根太を梁の第２の側面上に位置付けられる第
２の根太に接続するための第１の接続機構であって、該接続機構は、好ましくは、使用の
間に、第１および第２の根太に負の屈曲力を印加するようにさらに適合される、第１の接
続機構と、
　柱状物上に同時に支持される２つの隣接して位置する梁を接続するための第２の接続機
構であって、コネクタは、該隣接して位置する梁に負の屈曲力を印加するために提供され
る、第２の接続機構と、
　をさらに備える。
【００２４】
　ある実施形態では、型枠は、該梁を支持するための柱状物を形成するための柱状物型枠
部材をさらに備え、柱状物型枠部材はそれぞれ、相互接続され、生コンクリートを受容す
るための中空部を画定することができる。
【００２５】
　ある実施形態では、柱状物型枠部材のそれぞれの端部は、第１の柱状物型枠部材の仮想
平面が、第１の柱状物型枠部材と相互接続される第２の柱状物型枠部材の仮想平面に対し
て横方向に配列されるように、柱状物型枠部材を相互接続するための接続部を備える。
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【００２６】
　ある実施形態では、該係止部は、相互接続される構成において、係止部材が、該柱状物
型枠の別のものの陥凹内で受容されるように適合されるように、柱状物型枠部材の縦縁に
沿って延在し、該陥凹は、該別の柱状物型枠の縦縁に沿って延在する。
【００２７】
　ある実施形態では、型枠は、２つの離間された根太間に位置付けられるための１つ以上
の打込型枠部材をさらに備え、好ましくは、打込型枠部材は、略Ｌ形状またはＵ形状の断
面を備える。
【００２８】
　ある実施形態では、型枠の根太は、補強バーを受容するための１つ以上の開口をさらに
備え、補強バーは、根太の一般的な方向に対して横方向に延在し、補強バーは、コンクリ
ートをプレキャストコンクリート受容部材の中に傾注した後、（ポストテンショニングを
用いて）圧力を印加されるように適合される。
【００２９】
　別の側面では、本発明は、プレキャストコンクリート根太を提供し、該プレキャストコ
ンクリート根太は、水平な基部と、実質的に、根太の長さに沿って延在する上向き指向部
であって、上向き指向部は、基部から上向きに延在する離間される表面を有し、基部の棚
部は、該上向き指向部に隣接して位置し、棚部はそれぞれ、プレキャストコンクリート受
け皿部材またはプレキャストコンクリート殻部材の接続部を受容するための座部を画定し
、上向き指向部の高さは、該棚部の垂直の高さ以上である、上向き指向部とを備える。
【００３０】
　さらに別の側面では、本発明は、離間される根太または梁の間に位置付けられ、支持さ
れるためのプレキャストコンクリート部材を提供し、プレキャスト部材は、生コンクリー
トを受容するための根太または梁の長さに沿って延在し、プレキャスト部材は、支持配列
を備え、対向して配列される根太または梁上にプレキャストコンクリート部材のそれぞれ
の両端部を支持する。
【００３１】
　別の側面では、本発明は、建築物の中に懸吊床を建設する方法を提供し、該方法は、
　複数のプレキャストコンクリート根太を略平行の配列に位置付けるステップであって、
根太のうちの１つ以上のものは、水平な基部と、実質的に、根太の長さに沿って延在する
上向き指向部とを備え、上向き指向部は、基部から上向きに延在する離間される表面を有
し、基部の棚部は、該垂直部に隣接して位置する、ステップと、
　複数のプレキャストコンクリート部材を隣接して位置する根太間に位置付けるステップ
であって、該プレキャストコンクリート部材は、傾注されるコンクリートを受容するため
に根太の長さに沿って延在するように位置付けられる、ステップと、
　２つの隣接する根太の対向して配列される棚部上に、プレキャストコンクリート部材の
それぞれの両端部を支持するステップと、
　生コンクリートを、プレキャストコンクリート部材によって画定される受容部の中に傾
注するステップと、
　を含む。
【００３２】
　少なくともいくつかの実施形態では、本発明はまた、コンクリート構造内での型枠およ
び支柱の使用を排除または最小限にするように設計される根太と、インフィル薄肉殻と、
梁と、柱状物と、壁とを含む、モジュール式プレキャストコンクリート型枠（ＭＰＣＦ）
を備える。ＭＰＣＦは、その自己重量とともに、現場でのコンクリート工事に先立つ建設
関連の負荷に耐えるように設計されている。取付の後、（要求される場合）付加的な補強
バーが、ＭＰＣＦにわたって設置される。最高７０ｍｍの公称厚さを伴うコンクリートの
上覆いが、次いで、ＭＰＣＦにわたって設置され、最終的な一方向または二方向床システ
ムを生成する。ＭＰＣＦは、統合され、最終床システムの一部となり、建設業界に以下の
優れた利点をもたらすであろう、打込型枠と見なされる。
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・高品質な下端の仕上がり。
・より数少ない現場コンクリート工事（伝統的な方法では、１ｍ３は、３ｍ２～６ｍ２の
床面積しかカバーしないが、本発明では、１１．５ｍ２～１４ｍ２の床面積をカバーする
。）
・より数少ない現場補強（通常、長スパンに対しても単一の補強メッシュで、十分である
）。
・付加的な型枠は、不要である。
・少ない支柱（大スパン床における中スパンの根太に対して単一支柱、または中から小ス
パン床に対して、支柱は、不要である）。
・縁梁は、一時的な懸吊足場プラットフォームの取付のための適切な接続を装備する。故
に、完全な足場システムの必要性は、存在しない。
・本発明の使用は、最終床システムにおけるより良好な使用限界を提供する。
・本発明は、最低２時間の火災等級を満足すると見なす。
・建設速度の急速な増加および建設コストの低減。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
　本発明の好ましい特徴、実施形態、および変形例が、当業者が本発明を実施するために
十分な情報を提供する、以下の詳細な説明から判別され得る。詳細な説明は、直前の発明
の概要の範囲をいかようにも限定しないと見なされる。詳細な説明は、以下のようにいく
つかの図面を参照するであろう。
【００３４】
【図１】図１は、本発明の第１および第２の実施形態による、建築物１０００内で使用さ
れる一方向床システム４００および二方向床システム４００’の斜視図である。
【図２Ａ】図２Ａは、本発明の実施形態による、厚板部材１００の形態のプレキャストコ
ンクリート部材の斜視図である。
【図２Ｂ】図２Ｂは、厚板部材１００の右側の断面図である。
【図２Ｃ】図２Ｃは、厚板部材１００’の第２の実施形態の断面図である。
【図２Ｄ】図２Ｄは、厚板部材１００’’の第３の実施形態の断面図である。
【図２Ｅ】図２Ｅは、段付き厚板ユニット１００’’’の斜視図である。
【図３】図３は、不定長さを有する厚板部材１００の使用中の断面図である。
【図４】図４は、本発明の実施形態による、厚板支持部材１１０’の断面図である。
【図５Ａ】図５Ａは、支持部材１１０’上に支持される、厚板部材１００’’の使用中の
断面図である。
【図５Ｂ】図５Ｂは、厚板部材１００’’の一方の側方端部に位置する支持部材１１０’
上に支持される、厚板部材１００’’の斜視図である。
【図６Ａ】図６Ａは、本発明の実施形態による、プレキャスト根太１４０の斜視図である
。
【図６Ｂ】図６Ｂは、プレキャスト根太１４０の断面図である。
【図６Ｃ】図６Ｃは、プレキャスト根太１４０’の代替実施形態の断面図である。
【図７】図７は、本発明の実施形態による、二方向床システム４００’’の断面図である
。
【図８Ａ】図８Ａは、本発明の実施形態による、Ｕ形状の打込型枠部材１２０’である。
【図８Ｂ】図８Ｂは、Ｕ形状の打込型枠部材１２０’の断面図である。
【図９Ａ】図９Ａは、本発明の実施形態による、Ｌ形状の打込型枠部材１２０である。
【図９Ｂ】図９Ｂは、Ｌ形状の打込型枠部材１２０の断面図である。
【図１０Ａ】図１０Ａは、本発明の実施形態による、プレキャスト帯梁１５０の斜視図で
ある。
【図１０Ｂ】図１０Ｂは、プレキャスト帯梁１５０の断面図である。
【図１１Ａ】図１１Ａは、本発明の実施形態による、プレキャスト縁梁１６０の斜視図で
ある。
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【図１１Ｂ】図１１Ｂは、プレキャスト縁梁１６０の断面図である。
【図１２】図１２は、柱状物ユニット１７０上に支持される、帯梁１５０の斜視図である
。
【図１３Ａ】図１３Ａは、生コンクリートを受容するための中空部に相互接続されている
柱状物型枠部材３００を備える、ある実施形態による、正方形の柱状物ユニット１７０の
断面図である。
【図１３Ｂ】図１３Ｂは、長方形の柱状物ユニット１７０’の断面図である。
【図１３Ｃ】図１３Ｃは、柱状物型枠部材３００の断面図である。
【図１４】図１４は、二方向床システム４００’の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　図１を参照すると、建築物構造１０００は、本発明の第１および第２の実施形態による
、一方向床システム４００と、二方向床システム４００’とを備える。同一の建築物構造
内で、床システム４００および４００’の両方を使用する必要がないことが、当業者によ
って理解されるであろう。実施例として、本発明の精神および範囲から逸脱することなく
、一方向床システム４００または二方向床システム４００’のいずれか一方が、代替建築
物構造内で使用されてもよい。
【００３６】
　図１および７を参照すると、懸吊一方向床システムが、モジュール式のプレキャストコ
ンクリート型枠を使用することによって建設される。本システムは、略平行配列に位置付
けられる平行プレキャストコンクリート根太１４０のアレイを備えてもよい。根太１４０
はそれぞれ、一対の伸長帯梁１５０等の支持要素間にスパンする。根太１４０はそれぞれ
、根太１４０の一方の端部に沿って位置付けられる２つの帯梁１５０上に支持される。帯
梁１５０および根太１４０は、概して、相互に垂直の配向に配列される。帯梁１５０は、
直立柱状物、または、柱１７０によって位置付けられかつ支持される。
【００３７】
　受け皿ユニット１１０の形態の複数のプレキャストコンクリート部材は、隣接して位置
するプレキャスト根太１４０の間に延在する。図５Ａおよび５Ｂを参照すると、各受け皿
ユニット１１０は、２つの側面１０１Ａと１０１Ｂとの間に延在するプレキャスト厚板１
００’’を備える。側面のそれぞれにおいて、支持構造１１０’が、２つの隣接して位置
する根太１４０上に受け皿ユニット１１０を支持するために提供される。
【００３８】
　図２Ａから２Ｅおよび図３を参照すると、厚板ユニット１００または１００’はそれぞ
れ、水平な基部１０１を備える。厚板ユニット１００または１００’の縦縁は、厚板ユニ
ット１００、１００’、または１００’’’の側方端部１０１Ａおよび１０１Ｂのいずれ
か一方に位置付けられる、陥凹１０２を含有する。陥凹１０２は、厚板ユニット１００、
１００’、１００’’’が支持構造１１０’上に着座されることを可能にする。厚板ユニ
ットは、厚板ユニットの長さを通して延在する水平メッシュ１０３を含有する。Ｚ形状ワ
イヤタイ１０４が、主水平メッシュ１０３に接続され、厚板ユニットの陥凹部の亀裂容量
を向上させる。さらに、機械的シアコネクタ１０５が、厚板ユニットの上面に提供され、
その上方にある厚板ユニットと生コンクリート１０８との間の１００％の接合を確実にし
てもよい。厚板ユニット１００、１００’、１００’’’の下端が、均等に離間される鋳
込式フェルール１０６を装備し、天井石膏板１０９’を支持する天井構造１０９の取付を
容易にする。厚板ユニット１００’’が、受け皿ユニット１１０を作製するために使用さ
れるため、受け皿ユニット１１０の上面もまた、負の屈曲コネクタ１４５（図７参照）の
取付のための均等に離間される鋳込式フェルール１０７を装備する。厚板ユニット１００
、１００’、および１００’’の厚さは、５０ｍｍ～８０ｍｍの範囲で変動してもよい。
段付き厚板ユニット１００’’’の厚さは、段の高さに依存し、段が床システム内に生成
される必要性があるときにのみ使用される。段付き厚板ユニット１００’’’は、厚板ユ
ニットに沿って延在する上向き部１０６を含有する。この部分は、生コンクリートを要求
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されるレベルに保つ縁型枠として作用する。
【００３９】
　代替として、一方向床システム４００または二方向床システム４００’の取付は、複数
の厚板ユニット１００または受け皿ユニット１１０を隣接して位置する根太１４０または
１４０’の間に位置付けるステップを伴ってもよい。図４および５に示されるように、受
け皿ユニット１１０は、厚板ユニット１００’’と、厚板支持ユニット１１０’とを備え
る。取付の間、プレキャストコンクリート受け皿ユニット１１０のそれぞれの両端部は、
（図１および７に図示されるように）２つの隣接する根太１４０または１４０’の対向し
て配列される棚部上に支持される。
【００４０】
　プレキャスト厚板支持構造１１０’は、細長く、厚板ユニット１００’’の長さに沿っ
て延在する。受け皿ユニット１１０の外向き対向表面および支持根太１４０または１４０
’の垂直表面はともに、建設の間に生コンクリートを受容するための受容部を画定する（
図７に最も詳細に図示される）。図４を参照すると、各支持ユニット１１０’は、その上
面に座部１１１を備え、それを厚板ユニット１００’’の陥凹１０２に接合する。各支持
構造１１０’は、底部補強バー１１２と、上部補強バー１１３とを備える。底部補強バー
は、具体的な剪断リガチャ１１４を使用して上部補強バーに接続される。支持構造１１０
’の上面はまた、負の屈曲コネクタ１４５の取付のための均等に離間される鋳込式フェル
ール１１５を装備する（図７参照）。受け皿ユニット１１０は、１，７５０ｍｍ～２，８
００ｍｍの範囲のスパン長を提供するために鋳造され得る。プレキャストコンクリート厚
板ユニット１１０、１１０’、または１１０’’は、スパン／２５０の総使用限界を伴う
最高４ｋＰａの積載荷重に耐えるように設計される。積載荷重下の撓みは、スパン／５０
０を下回るように保たれ得る。
【００４１】
　図６Ａから６Ｂは、根太１４０を図示し、図７は、根太１４０’の代替実施形態を図示
する。これらの根太１４０または１４０’はそれぞれ、水平な基部１４１と、実質的に、
根太１４０または１４０’の長さに沿って延在する垂直配向部１４２とを備える。垂直配
向部１４２は、離間される上向き延在表面を備える。垂直表面間の間隔は、ｂ１によって
示される。上面の長さ（ｂ１）は、使用中の基部の底部表面の長さ（ｂ）を下回る。上面
の長さ（ｂ１）は、１５０ｍｍ～３００ｍｍの範囲内であり、底部表面の長さ（ｂ）は、
３００ｍｍ～５００ｍｍの範囲内である。垂直表面はそれぞれ、棚部１４１と個別の略垂
直表面との間に位置する面取部を含む。
【００４２】
　棚部１４１は、垂直配向部１４２の側面上に隣接して位置し、棚部１４１はそれぞれ、
プレキャストコンクリート受け皿ユニット１１０または厚板ユニット１００’の接続部を
受容するための座部を画定する。根太ユニットはまた、棚部１４１内に位置する底部補強
バー１４３と、垂直配向部１４２内に部分的に位置する上部補強バー１４４とを含む。い
くつかの実施形態では、上部補強バーのうちの少なくとも１つは、垂直配向部１４２の外
側に位置し、根太とその上方にある生コンクリート１０８との間の接続性を向上させても
よい。根太ユニット１４０はまた、底部補強バー１４３を上部補強バー１４４に接続する
垂直リガチャ１４６を装備してもよい。根太１４０の上面はまた、負の屈曲コネクタ１４
５を組み立てるために使用される、均等に離間される鋳込式フェルール１４７を装備して
もよい（図７参照）。根太１４０を二方向動作床システム４００’内で使用するために、
均等に離間される空所１４８が、垂直配向部１４２を横断して通過し、根太１４０と生コ
ンクリート１０８との間のコネクティビティを向上させ、印加される負荷が根太１４０の
方向およびそれに対して垂直方向に伝達される、二方向床システムのための補強バーまた
はポストテンショニングテンドン／ダクトの設置を補助する。
【００４３】
　根太１４０または１４０’は、最高１２ｍのスパンをカバーするために設計され、隣接
して位置する根太１４０と１４０’との間の位置は、１，７５０ｍｍ～３，３００ｍｍの
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範囲で変動してもよい。（図６Ｃに示される）根太ユニット１４０’は、床システム内に
下向きの段差が生成される必要性があるとき、特に有用である。根太は、プレストレスを
与えられ、長スパンをカバーするために、または、大きい建設負荷が印加されるとき、下
向きの湾曲を成形する。垂直配向部の高さは、５０ｍｍ～４００ｍｍの範囲で変動しても
よく、基部の厚さは、５０ｍｍ～１２０ｍｍの範囲で変動してもよい。
【００４４】
　本説明される実施形態では、根太１４０は、スパン対２５０を下回る全撓みおよびスパ
ン対５００を下回る積載荷重下の撓みを伴う、住宅建築物（２ｋＰａ未満）および商業建
築物（大部分は、３ｋＰａ、いくつかの場所では４ｋＰａ）の両方に対して要求されるレ
ベルより大幅に高い、最高６ｋＰａの積載荷重を担持するように設計されている。要求さ
れるとき、より高い使用要件もまた、根太１４０の間の間隙距離を減少させることによっ
て達成されることができる。より高い剪断能力が要求されるとき、根太１４０および１４
０’のウェブ（１４２）は、根太１４０または１４０’が（図１４に示される帯梁１５０
、縁梁１６０、または壁システム１９０等の）支持要素上に静置する支持面積において、
厚くされてもよい。
【００４５】
　一方向床システム４００の取付は、隣接して位置する根太１４０および１４０’の間に
複数の受け皿ユニット１１０または厚板ユニット１００’または１００’’を位置付ける
ステップを伴ってもよい。プレキャスト受け皿１１０またはプレキャスト厚板ユニット１
００’および１００’’はそれぞれ、建設の間、いったんこれらの部材（１１０、１００
’、または１００’’）が個別の根太１４０または１４０’の間に位置付けられると、生
コンクリートを受容するように適合される。
【００４６】
　図８および９を参照すると、打込型枠床端部プレートユニット１２０および１２０’も
また、生コンクリートを傾注する前に、プレキャスト受け皿ユニット１１０または厚板ユ
ニット１００、１００’、および１００’’の個別の縁部のそれぞれに位置付けられても
よい。床端部プレートユニット１２０または１２０’は、Ｌ形状部材１２０（図９）また
はＵ形状部材１２０’（図８）の形態で提供されてもよい。
【００４７】
　（図９に描写される）Ｌ形状端部プレート部材１２０は、根太１４０と根太支持部材（
帯梁ユニット１５０、縁梁ユニット１６０、または壁ユニット１９０）とのそれぞれの間
の接続場所において使用される。この配列は、図１４によってより明確に示されている。
（図８に描写される）Ｕ形状の端部プレート部材１２０’が、二方向床システムが提供さ
れるとき、本発明の第２の実施形態（４００’、図１５参照）内で使用される。Ｕ形状の
床端部プレート１２０’は、プレキャスト受け皿ユニット１１０間に、かつ根太ｌ４０内
の長方形または円形の穿通穴１４８に沿って位置付けられ、一方は根太１４０の方向、お
よび他方は根太１４０に対して横方向の二方向動作を可能にすることができる。床端部プ
レート１２０および１２０’は、屈曲され床端部プレートの形状、すなわち、Ｕ形状また
はＬ形状に共形化する補強メッシュ１２１を備える。床端部プレートから生コンクリート
へのコネクティビティを向上させるために、これらの打込型枠部材は、機械的シアコネク
タ１２２を装備している。
【００４８】
　図１０から１２を参照すると、帯梁ユニット１５０および縁梁ユニット１６０の断面図
および斜視図が、図示される。前述の節において説明されたように、複数のプレキャスト
コンクリート根太１４０および１４０’は、該プレキャストコンクリート根太１４０およ
び１４０’の一般的な方向に対して略垂直方向に延在する、複数の帯梁１５０および／ま
たは縁梁１６０によって支持される。小さい印加負荷を取り扱う、または短いスパンを取
り扱うとき、梁１５０は、根太１４０と同様であるがサイズはそれより大きい形状を有し
てもよい。そうでなければ、梁１５０は、梁１５０から上向きに延在する２つの離間され
る成形物１５０Ａおよび１５０Ｂを備える。縁梁１６０は、縁梁１６０から上向きに延在
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する１つの成形物１６０Ａを含有する。成形物１５０Ａおよび１５０Ｂは、梁１５０の長
さに沿って延在する。同様に、成形物１６０Ａもまた、縁梁の長さに沿って延在する。帯
梁１５０に対する根太受容部は、複数の根太１４０の端部を支持するために、該成形物１
５０Ａおよび１５０Ｂから外向きに延在する。同様に、縁梁１６０に対する根太受容部は
、成形物１６０Ａから外向きに延在する。成形物（Ｂ）毎の横幅は、帯梁のスパンおよび
印加される負荷の大きさに応じて、１００～３００ｍｍの範囲で変動してもよい。より厚
い値が、梁の支持面積において使用され、剪断力の柱状物１７０への伝達を補助してもよ
い。成形物（Ｈ）の高さは、帯梁のスパンおよび印加される負荷の大きさに応じて、２０
０ｍｍ～６００ｍｍの範囲で変動してもよい。梁（Ｔ）の厚さは、８０ｍｍ～１５０ｍｍ
の範囲で変動してもよい。
【００４９】
　図１０Ｂおよび１１Ｂを参照すると、帯梁１５０はそれぞれ、帯梁１５０および／また
は縁梁１６０の縦方向に沿って成形物の上部を通して延在する、上部補強バー１５１をさ
らに備える。正の補強バー１５５はまた、梁１５０および１６０に沿って延在する。梁１
５０および１６０はまた、梁１５０および１６０に付加的な剪断強度特性を提供するため
のねじりバーおよび剪断リガチャバー１５２および１５３を備える。剪断リガチャバーは
また、梁１５０または縁梁１６０の界面および現場で傾注される上覆いコンクリートにお
いて作用する、剪断力の伝達を補助する。円形または長方形の穿通開口部１５６はまた、
梁１５０の垂直部１５０Ａおよび１５０Ｂを通して提供されてもよい。これらの開口部は
、梁と、生コンクリートとの生成される連結との総重量を低減させ、それらの間の複合作
用を向上させる。梁１５０はまた、下側に沿ったその水平部内に別の穿通開口部１５７を
含有し、帯梁１５０の支持柱状物、すなわち、柱状物１７０上への接続を促進する。梁要
素１５０はまた、穿通穴１５７の周囲に陥凹１５８を含有する。これは、柱状物頭部を拘
束し、この領域におけるベアリングを介して負荷を柱状物に伝達するであろう。柱状物１
７０と帯梁１５０との間のアセンブリの典型的な使用中の斜視図が、図１３に示されてい
る。有利には、各帯梁１５０が、８００～２，０００ｍｍの幅を伴う単一のユニットとし
て提供され、負荷的な現場作業は、要求されない。
【００５０】
　図１３を参照すると、プレキャスト柱状物型枠ユニット３００を使用して建設される柱
状物ユニット１７０（正方形）および１７０’（長方形）の断面が、図示される。柱状物
型枠ユニット３００は、５０ｍｍ～７０ｍｍの厚さを伴う水平部を備え、また、その縁の
１つに陥凹３０１を含有する。柱状物ビルダーの一部が、約５０ｍｍ分下向きに延在する
（３０２）。要素はまた、内部補強メッシュ３０３を備える。このユニットの縁の亀裂容
量を向上させるために、柱状物型枠ユニット３００の外縁は両方とも、縁ワイヤタイ３０
４を用いて補強されている。柱状物型枠ユニットはまた、ユニット３００の各端部に位置
するコネクタ要素３０５を含有する。異なる幅の柱状物型枠ユニット３００が、相互に接
続され、構造用接着剤を使用して正方形（１７０）または長方形（１７０’）の柱状物を
成形することができる。要求される場合、機械的コネクタもまた、使用されてもよい。縦
方向バー３０６と、剪断リガチャ３０７とを含有する付加的な柱状物ケージがまた、柱状
物型枠ユニット３００によって画定され、かつコネクタ３０５を使用して定位置に固着さ
れる、柱状物空洞内に設置されてもよい。柱状物ユニット１７０の斜視図が、図１３に示
されている。柱状物の空洞は、次いで、現場で生コンクリート３０８で充填されるであろ
う。
【００５１】
　図１４を参照すると、二方向スラブシステム（４００’）を建設するためのモジュール
式のプレキャストコンクリート型枠の使用が、図示されている。梁１５０が、柱状物ユニ
ット１７０にわたって取り付けられる。縁梁１６０は、壁ユニット１９０と梁ユニット１
５０との間にスパンする。取付の間、梁１５０は、梁の下端内の陥凹を使用して柱状物１
７０に接続される。根太ユニット１４０が、次いで、梁ユニット１５０と壁ユニット１９
０との間に設置される。
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【００５２】
　二方向動作のために、Ｕ形状の床端部プレート１２０’が、（根太１４０内の）長方形
または円形の穿通穴１４８の正面および根太１４０に垂直に設置され、モノリシックな横
根太を生成してもよい。受け皿ユニット１１０が、次いで、根太１４０とＵ形状の打込型
枠１２０’との間に位置付けられる。ここで、正の補強またはポストテンショニング緊張
材／導管が、Ｕ形状の床端部プレートの内側かつ根太１４０の横方向に設置されることが
できる。これらは、全ての根太１４０を横断して長方形または円形の穿通穴１４８を通過
され、支持梁１６０に継続される。床システム４００’は、建設段階の間および（根太１
４０または梁１５０および１６０の下で一時的に設置され得る）支柱の除去に先立って、
一方向スラブとして作用する。上覆いコンクリートの設置および硬化の後、最終的な床シ
ステム４００’は、二方向スラブとして作用する。
【００５３】
　少なくともいくつかの実施形態では、システム４００または４００’の採用が、以下の
利点を提供する可能性が高いと予期される。
・建設の速度を増加させる。
・高品質な仕上がりを達成する。
・建築物上で作業する労働者の安全性を向上させる。
・建設コストを減少させる。
・現場でのコンクリート工事の体積を減少させる。
・現場で設置され配列される必要のある補強バーの量を減少させる。
・コンクリート構造の質を向上させる。
・建築物が、（現在の建設時間と比較して）短時間周期内で建設されるであろうため、建
設活動に起因する第三者にかかるリスクを低減させる。
【００５４】
　法令に準拠して、本発明は、多かれ少なかれ構造的または方法論的な特徴に特有の言い
回しで説明されている。用語「ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ」、および「ｃｏｍｒｉｓｉｎｇ」お
よび「ｃｏｍｐｒｉｓｅｄ　ｏｆ」等のその変形例は、包括的な意味で、いかなる付加的
な特徴をも排除せず全体を通して使用される。本明細書に説明される手段は、本発明を具
現化する好ましい形態を備えるため、本発明が、示されるまたは説明される具体的な特徴
に限定されないことを理解されたい。したがって、本発明は、当業者によって適切に解釈
される添付の請求項の適切な範囲内の形態または修正の任意のものにおいて請求される。
【００５５】
　本明細書および請求項の全体を通して（存在する場合）、文脈が別様に要求しない限り
、用語「ｓｕｂｓｔａｎｔｉａｌｌｙ」または「ａｂｏｕｔ」は、本用語によって修飾さ
れる範囲の価値に限定されないものと理解されるであろう。
【００５６】
　本発明のいかなる実施形態も、例証にすぎないように意図されており、本発明に限定す
る意図はない。したがって、種々の他の変更および修正が、本発明の精神および範囲から
逸脱することなく、説明される任意の実施形態に成され得ることを理解されたい。
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